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5　歯科技工室におけるトレーサビリティについて
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はじめに
･[;-1'にご馴:･(うH.卑牛労働省か｢∴~苗紺 小机二おける
補綴物等のトレー サビりテ 丁に関する指針｣が出され
た.明倫i:L.,l期JtJT'･の持 仁王では.lt漬.'l1:目上日工録,+rと-,)て
しい状態にある.そこで新たに明倫毎期大学U)技 l-_圭
でのLl.i:l.i:甘い 二JT:Itを試作しトレーサビりテ -1システムを
試行した.
三甘作方法
′いノコンに入力するj式U)附杵i~打 -.録を作戊した
伏木ソフ トは,マ ･†クロソフト杵のエ クセルを仲川し
た. 存昧兼l札 的厄修復.矯Il二の二川撒 け ンプレー ト
を製作した.
結果
棋 t'1両杵医師別ミ=:'17･.首を'Jih類した.ブILダ 1ー7ン,Jl･住
用する等の工夫をし,打ち込み碍間違いや負担を減 ら
した.r7-クシー トは指′Jこ甘 補綴某lI;-.;.満目.作 業符理.
T吏川材料の-1種類にすることによ:). 虻やす さに も汗
考察
前科J.i-T'.録をデ(スプレ･-(巨rLTt製作することにより,
患i･hf持liを伸し日工臣-LITl.伸べることが可能に/な一･)た.また.
仕1日材料や作業1-_棋力雄二理されることによ-.'て晶賞が
安定し廿より良い歯科技工装置を提供できるものと考
えL､)れる.
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図 1.製作した歯科技工録
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